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★ ナルク（ ）は 法人ニッポン・アクティブライフ・クラブが発行する情報誌です。我々は高齢者の声の代弁者として質の高い情報を発信します。

畑の向こうにスイスアルプスを望む畑の向こうにスイスアルプスを望む

ナ
ル
ク
な
ら
で
は
の
支
援
活
動
と
言
え
ば
、
多
く
の
人
が

遠
距
離
支
援

を
思
い
浮
か
べ
る
の
で
は
な
か

ろ
う
か
。
海
外
に
も
拠
点
を
持
つ
ナ
ル
ク
は
、
国
内
は
言
う
に
及
ば
ず
外
国
と
の
遠
距
離
支
援
も
可
能
な
の
だ
。

多
く
の
拠
点
が
遠
距
離
支
援
活
動
を
活
発
に
行
っ
て
い
る
が
、
先
ご
ろ
、
大
規
模
な
実
態
調
査
を
実
施
し
た
の

で
そ
の
結
果
と
、
具
体
的
な
活
動
事
例
を
今
号
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載
す
る
。
第
１
弾
と
し
て
、

ナ
ル
ク
ス

イ
ス

と

大
阪
南
拠
点

の
間
で
、

年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て
い
る
支
援
活
動
の
実
例
を
紹
介
し
よ
う
。

は
ま
だ
少
人
数
で
す

が
、
預
託
点
数
の
管
理

の
他
、
ケ
ア
チ
ー
ム
ジ

ャ
パ
ン
・
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

支
部
の
役
員
と
協
力

し
、
新
会
員
の
入
会
時

の
案
内
や
、
サ
ー
ビ
ス

の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
ケ
ア
チ
ー

ム
ジ
ャ
パ
ン
で
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
や
母
乳
に
関
す
る
勉

強
会
と
い
っ
た
セ
ミ
ナ

ー
を
は
じ
め
、バ
ザ
ー
、

茶
話
会
、
遠
足
な
ど
を

企
画
し
、
健
康
や
生
活

に
関
す
る
情
報
を
満
載

し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

も
発
行
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
ナ
ル
ク
と
比

べ
て
、
ス
イ
ス
ナ
ル
ク

で
は
会
員
の
年
齢
層
が

若
い
の
が
一
番
の
違
い

で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
入
会
前
の
お
問
い

合
わ
せ
の
段
階
で
、
自

分
の
こ
と
で
は
な
く
、

日
本
に
住
む
親
の
老
後

を
遠
距
離
に
い
な
が
ら

ど
う
支
援
す
る
か
、
と

い
う
心
配
を
か
か
え
る

方
が
多
い
よ
う
に
感
じ

ま
す
。
海
外
に
い
る
日

本
人
は
自
分
の
置
か
れ

た
状
況
を
考
え
つ
つ
、

親
を
自
分
の
元
に
呼
び

寄
せ
る
べ
き
か
ど
う
か

を
含
め
、
親
に
と
っ
て

一
番
よ
い
支
援
の
方
法

を
模
索
し
て
い
ま
す
。

ナ
ル
ク
の
皆
さ
ん
の
存

在
は
そ
の
解
決
策
の
一

つ
で
あ
る
だ
け
で
な

く
、

心
温
ま
る

立

役
者
と
し
て
私
た
ち
の

心
の
中
に
、
太
陽
の
よ

う
に
輝
い
て
い
ま
す
。

た
。
ス
イ
ス
ナ
ル
ク
で

は
、
ス
イ
ス
に
在
住
す

る
日
本
人
同
士
が
預
託

点
数
制
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
り
、
日
本
の
親
に

遠
距
離
介
護
・
支
援
も

お
願
い
で
き
る
シ
ス
テ

ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
０
６
年
に
入
会

し
た
私
は
そ
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
、
日
本

で
暮
ら
す
母
親
へ
の
生

活
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
す
ぐ

に
大
阪
の
実
家
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
が
２
人

交
替
で
月
に
１
回
ず
つ

家
事
サ
ー
ビ
ス
に
来
て

い
た
だ
け
る
こ
と
に
な

り
、

年
経
っ
た
今
で

も
同
じ
、
心
優
し
い

方
々
に
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
母
に
と
っ

て
は
サ
ー
ビ
ス
に
来
て

い
た
だ
け
る
こ
の
時
間

が
、
家
事
の
軽

減
以
上
に
精
神

的
な
支
え
と
な

っ
て
い
る
よ
う

に
思
え
ま
す
。

私
た
ち
は
本
当

に
恵
ま
れ
て
い

る
と
、
普
段
か

ら
感
謝
の
気
持

ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

ス
イ
ス
ナ
ル

ク
に
入
会
し
て

数
年
後
、
私
自

身
が
ス
イ
ス
・

フ
ラ
ン
ス
語
圏

の
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
役
を
引

き
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
フ
ラ
ン
ス

語
圏
の
会
員
数

便
な
と
こ
ろ
は
あ
り
ま

す
が
、
と
て
も
風
光
明

媚
な
地
方
で
、
以
前
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
有
名

人
が
移
り
住
み
に
来
た

場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
私
が
ナ
ル
ク
を

知
っ
た
の
は
、
自
分
自

身
が
ス
イ
ス
で
子
供
を

持
つ
よ
う
に
な
り
、
年

月
の
流
れ
を
感
じ
る
と

同
時
に
、
一
人
っ
子
で

あ
り
な
が
ら
日
本
に
残

し
て
き
た
高
齢
の
両
親

に
対
し
て
、
何
ら
か
の

支
援
が
で
き
な
い
か
と

支
援
団
体
を
探
し
た
結

果
で
し
た
。

ス
イ
ス
で
は
２
０
０

２
年
に
日
本
人
が
お
互

い
に
助
け
合
え
る
仕
組

み
と
し
て
の

ケ
ア
チ

ー
ム
ジ
ャ
パ
ン

、
お

よ
び
そ
れ
と
提
携
し
た

形
で
ス
イ
ス
ナ
ル
ク

が
発
足
し
て
い
ま
し

先
般
、
本
部
で
は
全

拠
点
に
対
し
て
遠
距
離

支
援
の
実
態
調
査
を
依

頼
し
た
。
従
来
、
マ
ス

コ
ミ
な
ど
の
要
請
に
応

え
、
必
要
に
応
じ
て
拠

点
に
対
し
活
動
実
態
を

確
認
し
て
き
た
が
、
全

体
調
査
は
久
し
ぶ
り
の

こ
と
。
今
回
は

拠
点

か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ

た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、

現
在
、
遠
距
離
支
援

を
実
施
し
て
い
る
拠

点

は

拠
点
。

過

去
に
実
施
し
て
い
た
拠

点

は

拠
点
。

実

施
し
て
い
な
い
拠
点

は

拠
点
で
あ
っ
た
。

活
動
内
容
は
次
の
通

り
。移

送
・
外
出
支
援

件

墓
掃
除

件

庭
の
手
入
れ

件

家
事
支
援

６
件

（１） 号 年 月 日 第３種郵便物認可 年 月 日発行ナ ル ク（ ）

き
た
年
老
い
た
両
親
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。

年
余
り
前
、
ス
イ

ス
拠
点
を
通
じ
て
大
阪

南
拠
点
に
両
親
の
生
活

支
援
の
依
頼
が
あ
り
、

ス
イ
ス
と
大
阪
と
の
遠

距
離
介
護
が
始
ま
っ

た
。そ

の
当
時
の
い
き
さ

つ
や
ス
イ
ス
ナ
ル
ク
の

現
状
を
、
ク
リ
ベ
リ
ー

美
輪
子
さ
ん
の
手
紙
で

紹
介
し
よ
う
。

転
勤
が
き
っ
か
け
で

ス
イ
ス
に
や
っ
て
来
て

も
う

数
年
、
海
外
で

ナ
ル
ク
大
阪
南
拠

ナ
ル
ク
大
阪
南
拠

点
と
ス
イ
ス
ナ
ル

点
と
ス
イ
ス
ナ
ル

ク
の
絆

ク
の
絆

ク
リ
ベ
リ
ー
美
輪
子

ク
リ
ベ
リ
ー
美
輪
子

の
生
活
が
ち
ょ
う
ど
人

生
の
半
分
を
超
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
の
国
土
面
積

は
九
州
を
１
割
ほ
ど
広

く
し
た
大
き
さ
で
、
人

口
は
８
０
０
万
人
。
大

別
す
る
と
ド
イ
ツ
語

圏
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
、

イ
タ
リ
ア
語
圏
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

ス
イ
ス
は
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
真
ん
中
に
位
置

し
て
い
て
外
国
人
の
流

入
も
多
く
、

世
紀
に

入
っ
て
か
ら
は
現
地
語

を
話
さ
な
い
外
国
人
が

ま
る
で

英
語
圏

を

作
っ
て
い
る
か
の
様
相

も
見
ら
れ
ま
す
。
日
本

か
ら
も
駐
在
や
結
婚
な

ど
の
事
情
に
よ
る
在
住

組
は
多
く
、
最
近
の
統

計
で
ス
イ
ス
の
在
留
日

本
人
総
数
は
お
よ
そ
１

万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

自
宅
は
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

の
近
く
、
レ
マ
ン
湖
の

湖
畔
に
あ
り
ま
す
。
ス

イ
ス
は
海
こ
そ
あ
り
ま

せ
ん
が
、
ア
ル
プ
ス
の

山
々
や
湖
が
心
を
癒
し

て
く
れ
ま
す
。
車
が
な

け
れ
ば
買
い
物
に
も
行

け
な
い
な
ど
、
多
少
不

見
守
り
話
し
相
手

６
件

留
守
宅
管
理

３
件

引
っ
越
し

１
件

合
計

件

依
頼
拠
点
と
引
き
受

け
拠
点
は
左
表
の
通
り

で
あ
る
。

以
下
は
大
阪
南
拠
点

と
ス
イ
ス
拠
点
間
の
支

援
活
動
事
例
で
あ
る
。

依
頼
者
の
ク
リ
ベ
リ

ー
美
輪
子
さ
ん
は
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
近
郊
に
暮
ら
す

ス
イ
ス
拠
点
の
会
員
で

あ
る
。
日
本
か
ら
遠
く

離
れ
た
海
外
で
暮
ら
し

て
い
る
と
、
一
番
の
心

配
事
は
日
本
に
残
し
て

大
阪
南
拠
点
の
活

大
阪
南
拠
点
の
活

動
事
例

動
事
例

依頼拠点 引き受け拠点 内 容
１ アメリカ 東大阪 庭の手入れ
２ アメリカ 徳島 引っ越しの運搬、手続き、話し相手
３ アメリカ 東京 留守宅の郵便物管理
４ イギリス 枚方 家事支援
５ スイス 大阪南 家事支援、話し相手
６ スイス 東京 通院介助、傾聴
７ 江別 大阪北 車椅子介助にて観光案内

８ 大津市在住
（八戸所属）八戸 墓そうじ・通院介助

９ 宮城 京都 車椅子介助（観光）
水戸 神戸 墓そうじ
水戸 和歌山 墓そうじ
水戸 京都 車椅子介助（観光）
ひたち 広島 家屋そうじ
ひたち 水戸 家事支援、送迎
群馬 奈良 ガイド（古墳巡り）
栃木 上田千曲 通院入院手続き
栃木 横浜 留守宅の郵便物等チェック
栃木 水戸 除草
東葛 東京 草引き
東金 銚子 墓そうじ
東京 ひたち 家事支援
東京 四條畷 話し相手
東京 寝屋川 庭木の手入れ
東横浜 徳島 墓そうじ
福井 京都 移送
大阪北 石川 墓そうじ、その付随作業
大阪北 鳥取 移送
大阪北 びわこ南東 移送（通院介助）
大阪北 鹿児島 草引き
枚方 芦屋 送迎
河内長野 大分 墓そうじ
吹田 徳島 囲碁の相手
茨木・摂津 和歌山 庭の手入れ
交野 東大阪 話し相手
交野 和歌山 草引き
大阪南 堺 家事支援、話し相手
堺泉北 宝塚・川西 墓そうじ
宝塚・川西 堺泉北 見守り・話し相手
宝塚・川西 茂原 墓そうじ
北神三田 松山 見守り、家事援助
松山 和歌山 親の旅行同行
徳島 堺泉北 ガイドヘルプ
徳島 大阪北 ガイドヘルプ（帰省時）
徳島 東京 ガイドヘルプ
徳島 松山 剪定、除草剤散布
今治 徳島 墓そうじ
大分 横浜 墓そうじ
大分 京都 墓そうじ、草引き
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★ ナルク（ ）とは 法人 ニッポン アクティブライフ クラブ（ ）の通称です。
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私はこれで元気です

わたしの健康法お教えします

継続こそ一番
今年、米寿になったが、身体はもうボ
ロボロだ。足は痛風、膝は軟骨劣化で座
れない。前立腺がん、大腸ポリープ、椎
間板ヘルニア、胆石、膵臓ポリープと続
いた。胃は４分の３切除した。肺気腫、
鼻炎、難聴と数え上げたらきりがない。
８年前に家内を亡くし、高齢者マンシ
ョンで自炊しているが、独居老人の私は、
次のような１日を送っている。
起床は午前３時。寝床の中で手足を振
り目覚まし運動。４時に洗面。口腔機能、
嚥下機能の向上訓練。踵おろし 回に片
足立ち１分間と発声練習に大笑いで 分
間。６時 分にはテレビ体操。８時から
ノルディック・ウオーキング３千歩。
時 分からは高電圧利用の血流を良くす
るヘルストロン体験を 分間。これは椅
子に座っているだけだから簡単だ。長嶋
茂雄氏も愛用している。 時には寝床の
中で手の指と足首の運動をして、私の１
日は終わる。とにかく継続することが一
番と自分に言い聞かせている。

東大阪・大東拠点 田邉榮一郎

私はこれで元気です フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト

が
、
５
月

日

に
神
戸
国
際
会
館
で
開
催
さ
れ
る
と
い
う
の
で
、

長
女
に
話
す
と
早
速
チ
ケ
ッ
ト
を
手
配
し
て
く
れ

た
。
こ
の
原
稿
を
書
く
に
あ
た
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
フ
ォ
レ
ス
タ
を
検
索
す
る
と
、

フ
ォ
レ
ス

タ
は
毎
週
月
曜
夜
９
時
か
ら

日
テ
レ
こ
こ
ろ
の
歌

と
い
う
番
組
に
出
演
中
の
お

な
じ
み
の
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー

プ
で
す
。
メ
ン
バ
ー
は
全
員

音
大
を
卒
業
し
て
お
り
、
歌

に
あ
く
な
き
夢
を
賭
け
る
、

と
て
も
ま
じ
め
な
若
人
た
ち

の
集
ま
り
で
す
。
日
本
の
素

晴
ら
し
い
風
土
と
文
化
を
歌

い
継
ぐ
と
い
う
テ
ー
マ
の

日
本
こ
こ
ろ
の
歌

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
誕
生

し
、
多
く
の
出
演
経
験
を
重

ね
て
、
現
在
も
絶
え
間
な
い

研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。
曲

目
、
演
出
に
よ
り
男
声
コ
ー

ラ
ス
、
女
声
コ
ー
ラ
ス
、
混
声
コ
ー
ラ
ス
を
自
由

に
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す

と
出
て
い
た
。

当
日
は
妻
と
会
場
で
待
ち
合
わ
せ
た
が
、

時

半
開
場
、

時
開
演
で
、
会
場
が
満
員
な
の
に
は

び
っ
く
り
し
た
。出
演
は
男
性
が
テ
ノ
ー
ル
３
人
、

バ
リ
ト
ン
３
人
、
バ
ス
１
人
の
７
人
。
女
性
が
ソ

プ
ラ
ノ
４
人
、
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
１
人
の
５
人
。
ピ

ア
ノ
演
奏
は
女
性
３
人
。
司
会
は
元

女
性

ア
ナ
で
、
ゲ
ス
ト
に
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
女
性
奏

者
の
計

人
だ
っ
た
。

第
１
部
は
男
声
・
女
声
・
混
声
コ
ー
ラ
ス
で
、

故
郷
・
荒
城
の
月
・
若
葉

青
葉
・
あ
の
丘
越

え
て
・
出
船
・
熱
き
心
に
・
大
き
な
古
時
計

の

美
声
に
酔
い
し
れ
た
。
１
部
の
最
後
は

あ
ざ
み

の
歌

を
会
場
の
全
員
で
合
唱
し
た
。

続
い
て
２
部
に
入
る
前
に
、
メ
ン
バ
ー
の
自
己

紹
介
の
時
間
が
あ
り
、
そ
の
際
に
自
分
の
好
き
な

歌
を
披
露
す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
記
憶
に
残
っ

た
の
で
、
列
記
す
る
と
男

性
は

達
者
で
な

そ

し
て
神
戸

気
球
に
乗
っ

て

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の

マ
ー
チ

ア
マ
ポ
ー
ラ

六
甲
お
ろ
し

イ
ヨ

マ
ン
テ
の
夜

。
女
性
は

夏

は
来
ぬ

憧
れ
の
ハ
ワ

イ
航
路

私
の
お
父
さ
ん

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
ギ
ウ
ギ

別
れ
の
ブ
ル
ー
ス

と

実
に
面
白
か
っ
た
。

第
２
部
に
入
り
、

タ

ン
ゴ
メ
ド
レ
ー
（
ピ
ア
ノ

の
連
弾
と
ラ
・
ク
ン
パ
ル

シ
ー
タ
）
・
星
の
フ
ラ
メ

ン
コ
・
情
熱
の
花
・
星
降

る
街
角
・
芽
生
え
て
そ
し
て
・
東
京
ナ
イ
ト
ク
ラ

ブ
・
ダ
ン
シ
ン
グ
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
・
恋
の
バ
カ
ン

ス
・
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
・
大
空
と
大
地
の

中
で

と
、
男
性
、
女
声
、
混
声
コ
ー
ラ
ス
の
素

晴
ら
し
さ
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
橋
本
伊
三
男
）

フ
ォ
レ
ス
タ
コ
ン
サ
ー
ト

神
戸
に
感
動

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

リ
レ
ー
エ
ツ
セ
イ

さ
わ
や
か
福
祉
財
団

さ
わ
や
か
福
祉
財
団

平
成

年
ナ

ル
ク
に
入
会
さ

れ
、
拠
点
の
大

変
革
の
時
期
に

副
代
表
・
代
表

を
経
験
さ
れ
た

入
江
末
子
さ
ん

を
紹
介
し
ま

す
。

た
と
え

役
に
立
て
な
く

て
も
何
か
の
役

に
立
ち
た
い
と

思
う
心
が
尊
い
（
丹
州
観
音
寺
住
職
）。

こ
の
言
葉
を
胸
に
刻
み
、
ナ
ル
ク
の
理

念
の
基
本
活
動

５
・
３
・
２

を
忠

実
に
実
践
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

預
託
活
動
は
、
１
回
１
時
間
ほ
ど

な
の
で
、
自
分
の
用
事
の
間
に
で
も
出

来
る

と
言
っ
て
、
病
院
へ
の
付
き
添

い
、
掃
除
な
ど
の
家
事
支
援
を
積
極
的

に
さ
れ
て
い
ま
す
。

入
江
さ
ん
の
保
有
預
託
点
は
拠
点
の

中
で
も
ト
ッ
プ
の
２
０
０
０
点
を
超
え

て
い
ま
す
。
ま
た

長
年
、
各
会
員
の

預
託
点
や
奉
仕
点

の
入
力
を
担
当
責

任
者
と
し
て
続
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

奉
仕
活
動
で

は
、
拠
点
の
重
要

項
目
で
あ
る

高
槻
駅
前
で
の

毎
月
末
の
日
曜
早

朝
の
草
引
き
活
動

年
数
回
の
駅
前

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
を
率
先
し
て

年
以
上
も
毎
回
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
奉
仕
活
動
は
子
育
て
支

援
で
す
。
放
課
後
の

子
ど
も
教
室
活

動

は
４
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
入
江

さ
ん
は
初
回
か
ら
の
参
加
で
す
。
小
学

生
１
・
２
年
の
約

人
の
児
童
を
放
課

後
に
見
守
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で

す
。地

域
の
方
々

と
ナ
ル
ク
と
の

協
働
で
す
が
、

今
で
は
ほ
と
ん

ど
ナ
ル
ク
が
中

心
で
、

人
ほ

ど
が
参
加
し
、

活
動
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。

自
立
活
動

（
同
好
会
）
で
は
、
以
前
か
ら
会
の
世

話
役
を
引
き
受
け
、
得
意
の
カ
ラ
オ
ケ

で
は
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
披
露
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
好
会
も
楽
し
い
時
間
で
す

が
、
預
託
活
動
に
行
き
、
あ
ち
こ
ち
に

身
体
の
故
障
を
お
持
ち
の
方
か
ら
バ
イ

ク
で
帰
る
と
き
に
こ
け
な
い
で
ね
と
、

逆
に
気
遣
っ
て
く
だ
さ
る
言
葉
が
励
み

に
な
り
ま
す

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

す
。
入
江
さ
ん
の
人
柄
が
分
か
る
一
コ

マ
で
す
。

ナ
ル
ク
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
関
し
て

も
、
す
べ
て
を
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
何
を
聞
い
て
も
答
え
て
く
れ
る
頼

の
も
し
い
存
在
で
す
。

こ
の
よ
う
に
紹
介
す
れ
ば
、
ど
ん
な

ベ
テ
ラ
ン
か
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
実
は

ま
だ

歳
代
な
の
で
す
。
ま
だ
ま
だ
働

き
盛
り
・
活
動
盛
り
で
、
我
々
と
一
緒

に
拠
点
の
イ
ベ
ン
ト
・
行
事
に
参
加
さ

れ
、
汗
を
流
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん

な
入
江
さ
ん
は
誰
も
が
認
め
る

お
ら

が
拠
点
の
熱
い
ひ
と

で
す
。

（
記
・
事
務
局
長

石
田
長
男
）

高槻・島本拠点 入江末子さんの巻

さ
わ
や
か
福
祉
財
団
の
堀
田
会
長
は
、
長
年
ナ
ル
ク
の
顧
問
と
し
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

く
だ
さ
る
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
去
る
８
月

日
、
神
野
会
長
は
東
京
芝
公
園
の

さ
わ
や
か

福
祉
財
団

の
事
務
所
に
会
長
就
任
の
ご
挨
拶
を
兼
ね
、
堀
田
顧
問
を
表
敬
訪
問
し
た
。
席
上
、

神
野
会
長
が

堀
田
顧
問
は
ナ
ル
ク
に
何
を
期
待
さ
れ
ま
す
か

と
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
後

日
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
い
た
の
で
ご
披
露
す
る
。

ナ
ル
ク
は
、
時
間
預

託
の
旗
を
掲
げ
、
助
け

合
い
（
共
助
）
の
本
道

を
進
ん
で
こ
ら
れ
ま
し

た
。
高
畑
さ
ん
の
理
念

は
、
お
金
（
経
済
）
を

絶
対
と
す
る
生
き
方
に

飽
き
た
り
な
く
な
っ
た

人
々
の
心
を
打
ち
、
ナ

ル
ク
は
着
実
に
仲
間
を

新
会
長
に
期
待

新
会
長
に
期
待

す
る
こ
と

す
る
こ
と

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か

公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か

福
祉
財
団

福
祉
財
団

会
長

堀
田

力

会
長

堀
田

力

増
や
し
、
そ
の
活
動
は

し
っ
か
り
全
国
に
根
を

張
り
ま
し
た
。

何
で
も
行
政
（
公
助
）

で
支
援
す
る
と
い
う
姿

勢
が
、

み
ん
な
で
助

け
合
っ
て
や
れ
る
こ
と

は
、
助
け
合
い
で
や
ろ

う

と
い
う
方
向
に
転

換
し
始
め
た
の
で
す
。

要
支
援
者
な
ど
の
生

活
を
支
え
る
と
な
る

と
、
家
に
上
が
っ
て
掃

除
、
洗
濯
、
調
理
を
手

伝
っ
た
り
、
車
で
一
緒

に
買
い
物
に
出
か
け
る

な
ど
、
そ
れ
こ
そ
時
間

預
託
や
有
償
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
な
い
と
、
頼
む

方
が
頼
み
に
く
い
よ
う

な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

時
間
預
託
が
そ
の
機

会
を
待
っ
て
い
た
よ
う

な
制
度
に
な
り
ま
し

た
。
ナ
ル
ク
が
テ
キ
ス

ト
を
作
っ
て
、
軽
い
介

護
な
ら
こ
な
せ
る
技
術

を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
も
身
に
付
け
る
学
習

を
し
て
こ
ら
れ
た
の

も
、
驚
く
ほ
ど
の
先
見

の
明
が
あ
っ
た
の
で

す
。助

け
合
い
活
動
が
新

し
い
段
階
に
進
む
こ
の

重
要
な
時
期
に
、
ナ
ル

ク
は
新
し
い
会
長
を
誕

生
さ
せ
ま
し
た
。
若
手

会
長
を
ベ
テ
ラ
ン
が
支

え
る
見
事
な
体
制
を
実

現
さ
せ
た
幹
部
の
皆
さ

ん
の
智
恵
と
度
量
は
頼

も
し
い
限
り
で
、
ナ
ル

ク
が
輝
く
未
来
を
切
り

開
い
て
い
く
力
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。

神
野
会
長
が
、
新
し

い
総
合
事
業
の
推
進
と

あ
わ
せ
、
地
域
で
の
き

め
細
か
い
活
動
を
さ
ら

に
必
要
と
す
る
こ
の
事

業
に
ふ
さ
わ
し
い

エ

リ
ア

推
進

を
打
ち

出
し
て
お
ら
れ
る
の

も
、
時
代
に
合
っ
た
正

し
い
方
向
を
的
確
に
示

す
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
を

早
速
示
さ
れ
た
も
の

と
、
喜
ん
で
お
り
ま

す
。ナ

ル
ク
の
結
束
が
さ

ら
に
強
ま
り
、
生
涯
現

役
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

満
足
度
の
高
い
人
生
を

も
た
ら
す
と
共
に
、
心

豊
か
な
共
助
の
社
会
の

実
現
に
一
層
の
貢
献
を

さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
か

ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

駆
的
な
活

動
に
や
っ

と
追
い
つ

こ
う
と
し

て
い
ま

す
。
国
も

新
し
い
総

合
事
業

で
、
要
支

援
者
な
ど

時
代
は
そ
の
先

年
を
経
て
、

合
い
活
動
で
支
え

の
生
活
を
助
け
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海
外
研
修
旅
行
は

来
年
か
ら
国
内
旅
行
に
切
り
替
え

３
月
７
日
か
ら
石
垣
島
な
ど
を
訪
問

海
外
研
修
旅
行
は

来
年
か
ら
国
内
旅
行
に
切
り
替
え

３
月
７
日
か
ら
石
垣
島
な
ど
を
訪
問

エメラルドグリーンに輝く石垣の海

（３） 第３種郵便物認可 年 月 日発行１部 円ナ ル ク（ ）

海
外
研
修
旅
行
は
会

員
高
齢
化
の
た
め
、
台

湾
旅
行
が
最
後
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
、
国
内
旅
行
と

し
て
、
会
員
の
皆
様
が

あ
ま
り
訪
れ
て
い
な
い

美
ら
島
！

楽
島
！

南
ぬ
島
！

石
垣
島
で

過
ご
す
３
日
間
の
旅

を
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

石
垣
市
は
日
本
列
島

の
最
西
南
端
に
あ
っ

て
、

の
有
人
島
か
ら

な
る
八
重
山
諸
島
の
拠

点
都
市
で
す
。
台
湾
や

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
を
は

じ
め
、
広
く
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
地
域
に
開
か
れ

た
位
置
に
あ
る
国
境
都

市
で
す
。
県
内
最
高
峰

の
於
茂
登
岳
を
中
央

に
、
八
重
に
重
な
る
雄

大
な
山
々
と
エ
メ
ラ
ル

ド
グ
リ
ー
ン
に
輝
く
景

勝
地
・
川
平
湾
は
国
指

定
名
勝
に
指
定
さ
れ
て

い
る
、
温
暖
な
気
候
の

中

美
し
い
サ
ン
ゴ
礁

と
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー

ン
の
海
に
囲
ま
れ
た
美

し
い
島
で
あ
り
、
年
中

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ

る
観
光
都
市
で
す
。

古
く
か
ら
伝
わ
る
伝

統
文
化
を
大
切
に
受
け

継
い
で
お
り
、
水
牛
車

で
海
を
渡
っ
て
訪
れ
る

由
布
島
に
は
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
と
空

間
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。ま

た
人
気
の
石
垣
牛

に
新
鮮
な
近
海
魚
、
島

野
菜
、
八
重
山
そ
ば
や

八
重
山
の
食
材
を
ふ
ん

だ
ん
に
使
用
し
た
郷
土

料
理
、
南
国
な
ら
で
は

の
フ
ル
ー
ツ
な
ど
、
食

べ
物
が
美
味
し
い
の
も

石
垣
島
の
魅
力
の
一
つ

で
す
。

４
月
に
か
け
て

収
穫
さ
れ
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
か
ら
作
ら
れ
る
純
黒

糖
、
１
年
を
通
し
て
収

穫
さ
れ
る
、
パ
パ
イ
ヤ

や
島
バ
ナ
ナ
も
是
非
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

ま
た
な
ん
と
い
っ
て

も
石
垣
島
で
い
ち
ば
ん

人
気
の
場
所
は
、
ミ
シ

ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー
ン
ガ

イ
ド
で
三
ツ
星
（
沖
縄

県
で
初
！
）
を
獲
得
し

た
川
平
湾
で
す
。
川
平

湾
の
自
然
の
美
し
さ
は

絶
景
で
す
。
運
が
良
け

れ
ば
、
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト

で
川
平
湾
に
棲
み
つ
い

て
い
る
と
い
う
３
匹
の

海
ガ
メ
に
出
逢
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
晴
れ

た
夜
に
は
、
満
天
の
星

空
を
見
上
げ
る
と
天
の

川
や
流
れ
星
も
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
、
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

実
施
日

平
成

年
３
月
７
日

（
水
）

９
日
（
金
）

最
小
催
行
人
員

人

旅
行
費
用

大
阪
、
東
京
と
も

１
３
８
０
０
０
円（
３

人
１
室
利
用
）
。
２
人

部
屋
希
望
者
は
３

０

０
０
円
増
し
、
１
人
部

屋
希
望
者
は
８

０
０

０
円
増
し
。

利
用
ホ
テ
ル

１
日
目

ア
ー
ト
ホ
テ
ル
ズ
石
垣

島２
日
目

石
垣
シ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ

ル予
約
申
し
込
み

２
０
１
８
年
１
月

日

（
日
）
午
前
０
時
か
ら

で
。
宛
先
は
本

部
旅
行
委
員
会
ま
で
。

拠
点
名
と
氏
名
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

（

・
６
９
４
１
・
５

１
３
０
）

そ
の
他

詳
細
は
拠
点
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
を
参
照
く
だ

さ
い
。

ナ
ル
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

賑
や
か
に
開
催

神
野
会
長
が
掲
げ
る

楽
し
い
ナ
ル
ク

を

形
に
し
よ
う
と
、
９
月

日
、
表
記
の
イ
ベ
ン

ト
が
吹
田
市
の
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
リ
ゾ
ー
ト
大
阪

で
開
催
さ
れ
た
。

関
西
在
住
の
会
員
、

１
２
０
人
余
り
が
集
ま

り
、
存
分
に
歌
と
踊
り

を
堪
能
し
た
。

参
加
者
は
、
９
人
編

成
の

ナ
ル
ち
ゃ
ん
バ

ン
ド

の
ウ
エ
ル
カ
ム

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
迎
え

ら
れ
、
次
々
と
運
ば
れ

る
豪
華
ラ
ン
チ
に
舌
鼓

を
打
つ
。
枚
方
拠
点
の

カ
ン
ト
リ
ー
バ
ン
ド

オ
ー
・
ジ
ー
ン
ズ

も
負
け
じ
と
熱
演
、
舞

台
は
次
の
コ
ー
ラ
ス
へ

ナ
ル
ク

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

賑
や
か
に
開
催

最後は河内音頭の総踊り

た
り
す
る
人
も
で
き

て
、
少
し
安
心
し
ま
し

た
。あ

る
日
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
を
し
て
い
る
と
、
そ

の
方
は
逆
に
私
の
手
を

と
り
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を

始
め
ま
し
た
。
私
は

あ
あ
本
当
に
気
持

ち
い
い
ね
。
こ
ち
ら
の

手
も
お
願
い
？

と
二

人
と
も
ニ
コ
ニ
コ
顔
。

行
く
た
び
に
私
の
心
も

だ
ん
だ
ん
と
優
し
く
な

っ
て
い
く
の
を
覚
え
ま

し
た
。

８
年
前
に
私
た
ち
姉

妹
は
、
母
を

歳
で
見

送
り
ま
し
た
。
そ
の
こ

ろ
私
は
母
の
手
を
さ
す

っ
た
り
、
今
の
よ
う
な

や
さ
し
い
言
葉
を
か
け

ら
れ
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
な
ら

皆
さ
ん

に
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
気
持
ち

と
同
じ
よ

う
に
、
母
に
接
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
に
と
、

少
し
後
悔
し
て
い
ま

す
。こ

れ
か
ら
は
周
り
の

人
に
、
も
っ
と
優
し
く

接
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

１
年
前
の
腰
痛
手
術

の
痛
み
に
悩
ま
さ
れ
な

が
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
で
き
な
い
こ
と
な

ど
に
片
寄
り
が
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
活
動
に

行
っ
て
い
る
間
は
痛
み

も
忘
れ
、
相
手
の
方
や

ス
タ
ッ
フ
の
方
と
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。

先
輩
方
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
私

の
出
来
る
範
囲
内
の
こ

と
を
身
体
の
続
く
限
り

や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

と
進
む
。

寝
屋
川
拠
点
の

は

な
み
ず
き

が
華
麗
な

衣
装
に
身
を
包
み
、
赤

い
花
白
い
花

な
ど
を

熱
唱
。
ご
存
じ

合
唱
団

は
本
職
の

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会

入
り
で
、

ナ
ル
ク
の

歌

こ
の
街
で

な

ど
４
曲
を
熱
唱
し
た
。

ナ
ル
ク
の
歌

は
、

会
場
に
楽
譜
も
配
ら
れ

皆
さ
ま
ご
一
緒
に

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
で

全
員
大
き
な
声
で
大
合

唱
、
ナ
ル
ク
の
パ
ワ
ー

を
発
揮
し
た
。

拠
点
選
抜
の
カ
ラ
オ

ケ
共
演
が
あ
り
、
最
後

は
浴
衣
姿
の
女
性
会
員

を
先
頭
に
全
員
が
輪
に

な
り
、

河
内
音
頭

の
総
踊
り
。
第
１
回
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
午
後
３

時
、
賑
や
か
に
お
開
き

に
な
っ
た
。

ナ
ル
ク
江
別

霜
山
前
北
海
道
福

祉
調
査
セ
ン
タ
ー

長
に
感
謝
状

霜
山
北
海
道
福
祉
調

査
セ
ン
タ
ー
前
代
表
に

調
査
セ
ン
タ
ー
の
基
礎

を
築
い
た
功
績
に
、
ま

た
ナ
ル
ク
江
別
に
は

年
間
の
セ
ン
タ
ー
業
務

の
協
力
に
対
し
て
、
ナ

ル
ク
中
央
福
祉
調
査
セ

ン
タ
ー
寺
井
代
表
と
北

海
道
福
祉
調
査
セ
ン
タ

ー
小
山
代
表
よ
り
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

９
月
４
日
の
授
与
式

に
は
、
八
百
坂
ナ
ル
ク

理
事
、
小
山
ナ
ル
ク
北

ナ
ル
ク
江
別

霜
山
前
北
海
道
福

祉
調
査
セ
ン
タ
ー

長
に
感
謝
状

北海道福祉調査センターの皆さん

海
道
福
祉
調
査
セ
ン
タ

ー
代
表
、
ナ
ル
ク
千
歳

拠
点
よ
り
上
田
事
務
局

長
お
よ
び
太
田
事
務
局

次
長
も
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。
江
別
拠
点
の
運
営

委
員
も
同
席
し
、
拠
点

事
務
所
に
お
い
て
感
謝

状
の
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ナ
ル
ク
に
入
会
し

て
思
う
こ
と

大
分
拠
点

堀
信
子

今
年
の
１
月
、
知
人

に
誘
わ
れ
て
入
会
し
ま

し
た
。

腰
痛
持
ち
の

私
に
何
か
出
来
る
こ
と

が
あ
る
の
か
し
ら

と

不
安
な
気
持
ち
を
抱
え

て
の
入
会
で
し
た
。

初
め
て
の
ハ
ン
ド
マ

ッ
サ
ー
ジ
は
話
し
か
け

ら
れ
て
も
答
え
ら
れ
ず

不
安
で
し
た
が
、
何
度

か
行
く
う
ち
に

気
持

ち
が
い
い
な
あ

と
ウ

ト
ウ
ト
し
た
り
、
子
ど

も
の
こ
と
、
若
い
時
の

こ
と
な
ど
話
し
て
く
れ

サツマイモのスイートサラダ

秋になり、サツマイモのおいしい季節です。今夜の一品にどうぞ。

材料 サツマイモ ３００
塩・コショウ 少々
玉ねぎ １／４個
レーズン 大さじ２
マヨネーズ 大さじ２
ヨーグルト 大さじ１
パセリ 適宜

作り方 サツマイモは２センチ角に切り、水にさらす。
玉ねぎは薄切りにして水にさらす。
レーズンは熱湯につけ、水を切っておく。
サツマイモを柔らかくゆで、熱いうちに塩コショウし、少し
冷めたらレーズンと玉ねぎの水気を取って加える。マヨネー
ズ、ヨーグルトで味付けをし、器に盛ってパセリをちらす。

（寝屋川拠点・今泉三千代）

皆さまの投稿をお待ちしています。男性の方の投稿歓迎です。できるだけ写
真を添付してください。
メールアドレス ＠
〒 大阪市中央区常盤町 ビル４ ナルク編集部

ナ
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★ ナルク（ ）は最寄りの活動拠点からお届けします。お問い合わせは電話 （代）ナルクへ。

ナ
ル
ク
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面

１
１
１
０
０
４

井

井

井

【
堺
】

聖
徳
太
子
の
面

影
を
探
訪

一
時
的
な
冷

夏
も
あ
っ
た

が
、
今
年
の
大

阪
の
夏
は
平
年

よ
り
高
か
っ
た
と
気
象

庁
は
発
表
し
て
い
る
。

そ
ん
な
７
月
の
真
夏
日

の
酷
暑
の
さ
な
か
、
大

阪
市
内
に
あ
る
聖
徳
太

子
ゆ
か
り
の
代
表
的
な

寺
院
を
、
会
員
７
人
が

訪
問
し
ま
し
た
。

最
初
に
訪
ね
た
の
は

飛
鳥
時
代
に
太
子
造
営

の

難
波
の
宮
跡

。

現
在
は
広
い
原
っ
ぱ
に

な
っ
て
お
り
、
市
民
に

開
放
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
は
、
も
と
も
と
は

拠拠拠拠拠拠拠点点点点点点点だだだだだだだよよよよよよよりりりりりりり拠点だより

大
阪
城
敷
地
内
に
あ
っ

た
と
言
わ
れ
て
い
る

生
国
魂
神
社

へ
。

巫
女
さ
ん
に
太
子
と
の

関
連
を
尋
ね
ま
し
た
が

知
ら
な
い

と
の
こ

と
で
し
た
。

大
阪
府
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

多
宝
塔
の
あ
る

愛
染

堂
に
も
行
き
ま
し
た
。

こ
の
多
宝
塔
は
太
子
に

よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。

最
後
は
太
子
が
建
立

さ
れ
た
四
天
王
寺
へ
。

想
像
以
上
に
広
く
豪
華

で
し
た
。
お
参
り
の

人
々
が
大
勢
、
詰
め
か

け
て
い
ま
し
た
。

１
万
歩
ち
ょ
っ
と
の

コ
ー
ス
で
し
た
が
、

我
々
高
齢
者
に
と
っ
て

は
、
熱
中
症
寸
前
ま
で

頑
張
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
。
そ
れ
で
も
み
ん

な
元
気
な
笑
顔
で
帰
途

に
着
き
ま
し
た
。

【
亀
岡
】

楽
し
ん
で
い
ま
す

若
返
り
英
会
話

平
成

年
春
に
発
足

し
た
拠
点
の
同
好
会
に

若
返
り
英
会
話
教
室

が
あ
り
ま
す
。
参
加
者

ら
は

学
ぶ
楽
し
さ
、

好
奇
心
、
知
識
欲
は
中

学
生
に
も
劣
ら
な
い
か

も
ね

と
、
せ
っ
せ
と

通
っ
て
い
ま
す
。

中
学
生
に
戻
っ
た

つ
も
り
で
勉
強
す
る
の

で

若
返
り

な
の
で

す

と
教
室
名
の
由
来

を
説
明
す
る
三
嶋
康
子

先
生
。

さ
あ
、
皆
さ

ん
、
目
を
閉
じ
て
く
だ

さ
い
。
今
、
皆
さ
ん
は

中
学
生
で
す

と
の
三

嶋
先
生
の
言
葉
で
授
業

が
始
ま
り
ま
す
。

英
会
話
は
主
に
中
学

の
教
科
書
と
英
語
検
定

の
問
題
集
を
使
っ
て
学

び
ま
す
が
、

先
生
の

指
導
は
テ
キ
ス
ト
に
と

ど
ま
ら
ず
関
連
す
る
語

句
や
言
い
回
し
、
同
じ

言
葉
で
も
英
語
と
日
本

語
の
微
妙
な
ニ
ュ
ア
ン

ス
の
違
い
な
ど
を
説
明

し
て
く
だ
さ
る
な
ど
広

範
囲
に
及
び
、
と
て
も

興
味
深
い
で
す

と
好

評
で
す
。

英
会
語
で
ゲ
ー
ム

を
楽
し
む
授
業
も
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
は
何

と
言
っ
て
も
中
学
生

な
の
で
、
そ
の
時
は
思

い
っ
き
り
騒
ぎ
ま
す

と
も
話
し
ま
す
。参
加
者

の
真
剣
に
学
び
、楽
し
ん

で
い
る
様
子
が
伝
わ
っ

て
く
る
同
好
会
で
す
。

◆
◆
◆
◆
◆

今
号
の
拠
点
だ
よ
り

に
は
ニ
ュ
ー
ス
と
な
る

記
事
が
少
な
く
（
涙
）

意
気
消
沈
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
ナ
ル
ク
び
わ
こ

南
東
会
報
の
中
で
会
員

の
清
水
修
一
さ
ん
の

小
咄
集

を
見
つ
け

ま
し
た
。
面
白
く
、
夢

中
で
読
ん
で
い
る
う
ち

に
元
気
に
な
っ
て
い
た

私
（
本
紙
編
集
委
員
）

で
す
。
紹
介
し
ま
す
。

★
正
月
に
親
戚
一
同
が

集
ま
っ
た
と
き
の
こ

と
。
近
々
、
外
国
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
す
る
予
定

が
あ
る
私
を
自
慢
し
よ

う
と
、
父
が
皆
の
前
で

発
表
し
た
。

近
々
、

う
ち
の
自
慢
の
息
子
が

外
国
で
ホ
ー
ム
レ
ス
を

し
ま
す

。

★
結
婚
し
た
教
え
子
か

ら
年
賀
状
が
届
い
た
。

性
が
変
わ
り
ま
し
た

と
書
い
て
あ
っ
た
。

★
早
起
き
は
一
文
の

得
、
遅
起
き
は
一
食
の

得
。

★
私
の
弟
は
警
察
官
で

す
。
そ
の
弟
の
結
婚
式

で
の
こ
と
。
新
郎
の
父

で
あ
る
親
父
が
あ
い
さ

つ
で
、

息
子
は
高
校

を
卒
業
し
て
、そ
の
後
、

警
察
の
ご
厄
介
に

と
言
っ
た
。

★
理
科
教
師
の
友
人

は
、
白
い
の
に
透
け
な

い
水
着
に

科
学
を
悪

用
す
る
奴
（
や
つ
）
は

許
せ
な
い

と
怒
っ
て

い
た
。

★
私
、
こ
う
見
え
て
も

若
い
こ
ろ
結
構
不
良
だ

っ
た
け
ど
、
今
で
は
血

行
不
良
な
の
。

（５口以上 敬称略））

団体団体
賛助会員賛助会員

【
石
川
】

晴
れ
渡
る
空
へ
梅
雨
明
け
宣
言
す

泉
和
子

青
空
を
称
へ
る
や
う
に
凌
霄
花

岸
川
淑
子

遠
雷
や
寝
付
き
良
き
子
に
悪
し
き
子
に

河
越
敏
子

停
電
と
な
り
し
真
夜
中
は
た
た
神

北
川
ま
つ
子

大
通
り
今
は
夜
店
の
影
も
な
く

木
村
次
子

届
く
か
と
半
信
半
疑
水
見
舞
い

百
海
絵
以

何
ひ
と
つ
買
わ
ぬ
夜
店
を
そ
ぞ
ろ
行
く

中
野
吉
隆

雷
走
る
自
転
車
走
る
田
ん
ぼ
道

永
藁
久
子

山
頂
の
怖
さ
も
こ
は
し
日
雷

西
川
忠

今
も
な
ほ
夜
店
の
指
輪
宝
物

矢
木
桂
子

【
奈
良
】

宗
次
郎
の
オ
カ
リ
ナ
響
く
梅
雨
の
空

隆
子

【
宝
塚
・
川
西
】

く
れ
な
い
を
百
日
保
つ
百
日
紅
空
に
向
き
つ
つ
咲

き
初
め
に
た
り

松
野
綾
子

山
哮
る
川
も
吠
え
た
り
あ
ば
れ
梅
雨

邦
彦

ア
ル
プ
ス
の
風
は
晩
夏
や
道
祖
神

照
子

御
田
植
祭
家
々
す
て
む
藁
蛇
巻

幸
太
郎

空
蝉
の
力
を
残
す
爪
の
先

弘
道

蝦
蟇
さ
は
ぐ
沼
の
ほ
と
り
の
淡
竹
採
り

全
紀

神
々
の
声
聞
く
杜
の
夏
静
か

陽
子

【
美
祢
】

裏
山
の
杉
の
木
立
に
う
ぐ
い
す
や

山
の
滝
客
を
集
め
て
昼
下
が
り

井
上
順
司

相
撲
観
て
手
に
汗
に
じ
む
八
十
路
か
な

梅
雨
明
け
て
月
命
日
の
暑
さ
か
な

千
葉
武

【
宝
塚
・
川
西
】

庭
茂
る
水
平
線
に
朝
来
る

杉
木
妙
子

医
者
通
い
夏
制
覇
夢
の
ま
た
夢

加
藤
美
津
子

【
広
島
】

夢
花
火
終
わ
っ
て
土
砂
降
り
右
往
左
往

采
三
十
志

元
気
な
１
０
０
歳

越
え
を
目
指
し
て

【
枚
方
】

永
盛
喜
國

現
在
で
は
残
り
少
な

い
戦
中
派
の

歳
で
、

１
０
０
歳
ま
で
生
き
る

こ
と
が
目
標
で
す
。

戦
時
中
は
、
男
は
兵

隊
、
女
は
看
護
婦
を
目

指
す
の
が
当
た
り
前
で
、

他
の
職
業
は
考
え
ら
れ

な
い
時
代
で
し
た
。
私

は

歳
の
徴
兵
ま
で
待

て
ず
、

歳
で
倍
率

倍
の
陸
士
を
志
願
し
、

合
格
。
同
期
生
５
０
０

０
人
と
共
に
陸
軍
士
官

学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

予
科
１
年
を
経
て
の
本

科
は
航
空
戦
闘
機
の
所

属
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
の
内
地
は

空
襲
が
多
く
、
危
険
と

い
う
こ
と
で
飛
行
訓
練

を
満
州
で
行
う
こ
と
に

な
り
、
舞
鶴
港
か
ら
出

航
し
ま
し
た
。し
か
し
、

湾
頭
で
機
雷
に
触
れ
て

座
礁
す
る
ア
ク
シ
デ
ン

た
。
同
期
の
き
ず
な
は

強
く
、
今
で
も
毎
年
同

期
会
を
開
く
な
ど
、
友

情
は
続
い
て
い
ま
す
。

歳
の
私
は
い
ま
だ

に
持
病
も
な
く
、
入
院

の
経
験
も
あ
り
ま
せ
ん
。

眼
鏡
は
不
要
で
、
裸
眼

で
新
聞
が
読
め
ま
す
。

耳
も
支
障
な
く
、
よ
く

聴
こ
え
ま
す
。
車
の
運

転
も
し
て
い
ま
す
。
た

だ
、
最
近
は
隣
の
座
席

に
は
家
内
を
は
じ
め
、

誰
も
座
っ
て
く
れ
ま
せ

ん
。

歳
ま
で
は
免
許

有
効
な
の
で
す
が

。

そ
ん
な
私
に
健
康
の

秘
訣
を
問
う
人
は
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
普
通
の
生
活
を
し

て
い
る
だ
け
で
す
。

あ
え
て
言
う
な
れ

ば
、
食
べ
物
の
好
き
嫌

い
は
な
く
、
塩
分
や
糖

分
は
控
え
め
。
朝
食
の

ト
ー
ス
ト
は
オ
リ
ー
ブ

オ
イ
ル
を
つ
け
て
食
べ

ま
す
。
晩
酌
は
糖
分
の

多
い
清
酒
は
避
け
、
焼

酎
の
お
湯
割
り
コ
ッ
プ

半
分
が
定
量
で
す
。

卓
球
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
な
ど
の
運
動
を

は
じ
め
、
頭
脳
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
し
て
麻
雀

や
マ
ジ
ッ
ク
な
ど
に
も

取
り
組
み
、
楽
し
く
過

ご
し
て
い
ま
す
。
拠
点

の
主
催
す
る

天
の
川

ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー

ク

に
は
毎
年
、
参
加

し
て
い
ま
す
。

海
外
旅
行
も
思
い
残

す
こ
と
な
く
、
各
国
を

訪
ね
ま
し
た
。
そ
の
中

に
は
良
き
思
い
出
が
多

く
あ
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
ボ
ス

ト
ン
（
ア
メ
リ
カ
）
か

ら
車
で
１
時
間
ほ
ど
の

所
に
あ
る
小
さ
な
漁
港

町
・
フ
ェ
ア
ヘ
ブ
ン
に

あ
る

万
次
郎
友
好
記

念
館
を
訪
ね
た
こ
と
。

漁
に
出
て
遭
難
し
た

万
次
郎
を
助
け
、
育
て

て
く
れ
た
ホ
イ
ッ
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
船
長
の
自
宅

を
、
今
年
７
月
に
１
０

５
歳
で
亡
く
な
っ
た
日

野
原
重
明
先
生
が
発
起

人
と
な
り
、
２
０
０
９

年
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た

記
念
館
で
す
。
ホ
イ
ッ

ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
と

万
次
郎
の
友
好
の
証
が

残
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
日
野
原
先
生
と

も
交
流
が
あ
り
ま
し

た
。
生
涯
現
役
で
生
き

ら
れ
た
先
生
を
思
い
、

１
０
０
歳
越
え
を
目
標

に
日
々
、
生
き
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
東
京
】

喜
寿
を
越
え
気
に
な
る
言
葉
古
希
後
期

曽
根
清
次

【
宝
塚
・
川
西
】

豚
足
は
見
か
け
悪
い
が
珍
味
で
す

平
塚
ら
い
ゆ
う

ナルクの現勢ナルクの現勢
年 月現在
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ト
に
遭
遇
。
し
か
し
、

命
は
助
か
り
ま
し
た
。

や
が
て
終
戦
と
な

り
、
同
期
生
は
そ
れ
ぞ

れ
各
大
学
に
転
入
学

し
、
卒
業
後
は
政
界
や

財
界
な
ど
に
進
み
ま
し

若
々
し
い
永
盛
さ
ん

（
２
０
１
７
年
６
月
）

亀岡の若返り英会話教室

皆
さ
ま
の
投
稿
と

拠
点
の
会
報
で
作

る
会
報
ナ
ル
ク

編
集
雑
感

▼
本
紙
は
、
ナ
ル
ク

本
部
の
情
報
、
動
き

な
ど
を
お
知
ら
せ
す

る
だ
け
で
な
く
、
各

拠
点
の
ニ
ュ
ー
ス
を

幅
広
く
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
▼
ニ
ュ
ー

ス
源
は
皆
さ
ま
の
投

稿
と
拠
点
の
会
報
で

す
。
積
極
的
に
各
地

の
会
報
を
転
載
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
皆
さ
ま
の

投
稿
も
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
（

）


